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ブルガリア月報【２０１4 年 12 月】

平成２７年１月

在ブルガリア日本国大使館

概観

【政治・社会】

・４日，ボリソフ首相はブリュッセルを訪問し，ユンカー欧州委員会委員長，トゥスク欧州理事会

議長，ドール欧州人民党（ＥＰＰ）党首と会談した。

・１５日，ボリソフ首相はドイツを公式訪問し，メルケル独首相と会談した。



【経 済】

・１日，トルコ訪問中のロシアのプーチン大統領は，現状ではロシアはサウス・ストリーム天然ガスパ

イプライン計画を開始することができないと述べ，同計画の中止に言及した。

・４日，１１月６日に認可が取り消されたコーポレート商業銀行（ＣＣＢ）の保証預金の払い出し

が９つの銀行で開始された。

・１９日，国民議会の第二読会において２０１５年度国家予算案が可決された。２０１５年におけ

る財政赤字額は対ＧＤＰ比３％とされた。


この月報はブルガリア各種メディアの報道等をとりまとめたものであり，在ブルガリア日本大使館の意見や判断を反映するものではあ

りません。

政治・社会

１．内政

（１）国民議会の動き

◆愛国戦線の議員１名が無所属に

１日，愛国戦線のヴェリザル・エンチェフ議員

が同党議会会派から離脱し，無所属議員となった。

シメオノフ共同党首によると，同氏は党からも追

放された。同氏は，ＧＥＲＢ（「ブルガリアの欧州

における発展のための市民」）のツァチェヴァ国民

議会議長選出及びボリソフ首相選出に反対票を投

じたため同党から非難されていた。同氏は，愛国

戦線はＧＥＲＢと改革派ブロック（ＲＢ）と組む

ことにより投票者を裏切ったため自分は議会会派

を離脱する，と述べた。

◆ビネフ議員の文化メディア委員会委員長選

出問題

２日，愛国戦線のスラヴィ・ビネフ議員は，記

者会見において，国民議会の文化メディア委員会

委員長を辞任するつもりはないことを明らかにし

た。ビネフ議員の委員長選出を巡っては，同氏が

チャルガ（ポップ・フォーク音楽）クラブ「ＢＩ

ＡＤ」の元オーナーであることから，抗議が起こ

っていた。

３日，ソフィア市では，ビネフ議員の委員長選

出に反対する抗議行動が行われ，俳優等が参加し

た。

８日，ビネフ議員は，抗議を受け，文化メディ

ア委員会の委員長を辞任し，１２日，愛国戦線の

ポリーナ・カラストヤノヴァ議員が後任委員長に

選出された。

１６日，ビネフ議員はＥＵ基金管理に関する小

委員会の委員長に選出された。

◆「検閲のないブルガリア」の５議員が離党

１３日，「検閲のないブルガリア」のロセン・ペ

トロフ議員（元テレビホスト）が離党した。しか

し，同議員は議会会派「ブルガリア民主センター」
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には留まる。

２９日，同党の議員４名が離党した。しかし，

４名とも議会会派には留まる。離党したのはステ

ファン・ケノフ議員，ゲオルギ・コヴァチェフ議

員，ボリスラフ・イグレフ議員，フリスト・トド

ロフ議員であり，バレコフ党首の一貫性のなさを

離党の理由としている。

（注：１２月末時点の議会会派は，ＧＥＲＢ８４，

ＢＳＰ（ブルガリア社会党）左派ブルガリア３９，

ＭＲＦ（「権利と自由のための運動」）３６，改革

派ブロック２３，愛国戦線１８，「ブルガリア民主

センター」１４，ＡＢＲ（「ブルガリアの復興のた

めのオルターナティブ」）１１，アタッカ１１，無

所属４となった。）

◆バレコフ氏が「検閲のないブルガリア」連

合の代表を辞任

２２日，ニコライ・バレコフ氏（欧州議員）は

「検閲のないブルガリア」（注：現在の議会会派名

は「ブルガリア民主センター」（ＢＤＣ））の代表

を辞任した。同氏は２０日，同議会会派に対する

無条件支持を撤回していた。なお，同氏は引き続

き「検閲のないブルガリア」党首に留まる。

（２）その他

◆アフガニスタンにおけるＮＡＴＯのＩＳＡ

Ｆ任務の終了

２８日，アフガニスタンにおけるＮＡＴＯの国

際治安支援部隊（ＩＳＡＦ）の任務が終了した。

２０１５年からは「確固たる支援」任務に移行す

る。

最初のブルガリア部隊は２００２年に派遣され，

カンダハル空港の護衛にあたっていた最後の部隊

は２０１４年１２月に帰還した。任務期間中，延

べ８，０００名を超えるブルガリア兵が本任務に

従事し，約１，０００名の医師がカブール，カン

ダハル，へラートの軍事病院で医療活動に従事し

た。なお，本任務によるブルガリア兵の死亡者は

いない。ＩＳＡＦ任務の完了に伴い，アフガニス

タンには１１０名のブルガリア兵がアフガン治安

部隊の訓練のため残留する。



２．外政

◆ミトフ外相：ＮＡＴＯ外相会合出席

２日，ミトフ外相はブリュッセルで開催された

ＮＡＴＯ外相会合に出席した。また，同外相は，

米国のケリー国務長官と最近の国際問題の進展に

ついて協議した。

◆ボリソフ首相のブリュッセル訪問

４日，ボリソフ首相はブリュッセルを訪問し，

ユンカー欧州委員会委員長，トゥスク欧州理事会

議長，ドール欧州人民党（ＥＰＰ）党首と会談し

た。

ユンカー欧州委員長は，会談後の記者会見にお

いて，欧州委員会が２００７年にブルガリアに適

用した司法及び汚職・組織犯罪対策の進展に関す

る協力・検証メカニズム（ＣＶＭ）は，２０１９

年までに終了するだろう，と述べ，自分の任期中

のＣＶＭ終了を約束した。また，同欧州委員長は，

ブルガリアは欧州という家族の一員である，欧州

の家族はブルガリアの現在の地政学的な困難に対

する解決の模索を支援している，と述べた。

また，ユンカー欧州委員長は，サウス・ストリ

ーム計画に関し，（注：１日，トルコ訪問中のプー

チン露大統領は同計画の中止に言及した）ＥＵと

ブルガリアは問題の解決に向けて共に動いている，

本問題は克服できないものではなく，我々はブル

ガリア及び欧州にとって最善のことを行うべきで

ある，と述べた。

ボリソフ首相は，ブルガリアは名指しでサウ

ス・ストリーム計画に問題を引き起こしていると

されているが，これは不当である，なぜなら欧州

委員会はパイプラインが通過する６カ国の加盟国

の名において交渉しているからである，（本計画

の）準備活動は停止されていない，プーチン大統

領のアンカラでの発言は問題が明確になる前に故

意に行われたものである，と述べた。

ドール欧州人民党党首との会談において，ドー

ル党首はサウス・ストリーム計画に関し，欧州は
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プーチン大統領のプロパガンダに屈しない，本件

に関する決定は欧州レベルで行われなければなら

ない，と述べた。これに対し，ボリソフ首相は，

欧州委員会がより明確な立場を示すことへの希望

を表明した。



◆グエン・ベトナム国家副主席のブルガリア

訪問

４日及び５日，ベトナムのグエン・ティ・ゾア

ン国家副主席がブルガリアを訪問し，プレヴネリ

エフ大統領と会談した。同大統領は会談において，

ブルガリアのベトナムへの投資増大を予測した。

なお，２０１５年は両国の外交関係樹立６５周年

となる。 



◆ミトフ外相：ＥＵ外務理事会出席

１４日から１６日にかけて，ミトフ外相はブリ

ュッセルで行われたＥＵ外務理事会及び総務理事

会に出席した。同外相は，総務理事会において，

良い隣国関係はＥＵ加盟候補国の加盟準備におけ

る重要要素である，と述べるとともに，セルビア

との加盟協議の開始はＥＵ関係の新たなステージ

である，一方でマケドニアはコペンハーゲン基準

遂行における後退が見られ，ブルガリアとの善隣

協定に関する進展もなかった，と発言した。

◆ボリソフ首相のドイツ訪問

１５日，ドイツを公式訪問中のボリソフ首相は，

ベルリンで同国のメルケル首相と会談した。メル

ケル首相は，ブルガリアは困難な経済状況にあり，

それゆえに我々が緊密に協力することが重要であ

る，新政府は汚職・組織犯罪対策のような改善が

必要とされる事柄に着手しようとしているとの印

象を持っている，と述べた。

メルケル首相は，会談ではエネルギー供給関連

問題に焦点が当てられ，ドイツはあらゆる可能な

面からブルガリアを支援することで合意した，と

述べるとともに，サウス・ストリーム計画に関し

ては，全ての法的な問題が明確にされるべきであ

り，立場はロシアとの対話の中で決定されるべき

である，と述べた。また，メルケル首相は，ＥＵ

はサウス・ストリーム計画を拒否したことはない，

ＥＵ内のどの国も本計画を停止していない，状況

の進展に関し，現行法に基づいてロシア側と誠実

な対話が行われるべきである，と述べた。両首相

は，ブルガリア政府及びロシア政府は，ブルガリ

アが契約不履行となることを避けるため，サウ

ス・ストリーム計画の契約及び活動を継続すべき

である，との見解で一致した。

また，ボリソフ首相は，今週後半の欧州理事会

で，ブルガリアにおけるガス配給ハブ施設の設立

についてのアイデアを提案する予定である，と述

べた。



◆バチヴァロヴァ副首相：第３回中欧・中国

首脳会合出席

１６日，バチヴァロヴァ副首相は，ベオグラー

ドで開催された第３回中欧・中国首脳会合（「１６

＋１」）に出席した。同副首相，パブロヴァ地域開

発相，モスコフスキ運輸相は，同会合の枠組みで，

セルビアの閣僚と会談を行った。バチヴァロヴァ

副首相とセルビアのリャイッチ副首相兼貿易・通

信相は，二国間経済協力の深化やブルガリア，セ

ルビア及びルーマニアの共同観光センターを中国

に開設する機会について協議した。

◆ポポヴァ副大統領：モロッコ訪問

１７日及び１８日，ポポヴァ副大統領はモロッ

コを訪問し，同国のベンキラン首相，メズアール

外相等と会談した。

◆ボリソフ首相：欧州理事会出席

１８日，ボリソフ首相はブリュッセルで開催さ

れた欧州理事会に出席した。同理事会では，成長，

雇用及び競争力の強化について協議された。また，

ボリソフ首相は，同理事会の枠組みで，キャメロ

ン英首相と会談した。
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経 済

１．マクロ経済

（１）全般

◆第三四半期のＧＤＰ成長率は前年同期比１．

５％（暫定値）

３日発表の国家統計局の暫定統計によると，２

０１４年第三四半期の名目ＧＤＰは２２８．４億

レヴァとなった。ユーロ換算では１１６．８億ユ

ーロ，一人当たりＧＤＰは１，６１６ユーロとな

る。季節調整後の統計によると，２０１４年第三

四半期のＧＤＰ成長率は前年同期比１．５％，前

期比０．４％となる。

◆１１月のインフレ率は前月比マイナス０．

４％

１５日の国家統計局の発表によると，１１月の

インフレ率は前月比マイナス０．４％のデフレと

なった。また，前年同月比ではマイナス０．６％

となった。過去１１ヶ月間のうち８ヶ月間はデフ

レを記録し，インフレを記録したのは４月，７月，

１０月のみである。１１月のデフレは，ガソリン

（マイナス５．８％），ディーゼル（マイナス５．

６％），いくつかの基本食料品の価格引き下げによ

る。燃料の価格引き下げは国際市場における原油

価格の低下によるものである。



◆１０月までの外国直接投資は約８億ユーロ

１５日発表のブルガリア中央銀行（ＢＮＢ）の

統計によると，１月から１０月までの期間におけ

る外国直接投資（ＦＤＩ）は８．１億ユーロとな

り，前年同期比で５億ユーロ減少した。同期間に

おけるブルガリアへの投資はオランダ（２．３億

ユーロ）からが最大だった。また，ブルガリアか

らの最大の投資先はドイツ（２．１億ユーロ）だ

った。



◆２０１５年度国家予算案の可決

１９日，国民議会の第二読会において２０１５

年度国家予算案が可決された。同案によると，歳

入は合計１８，２４７，５９２，９００レヴァを

見込む一方，歳出は支出９，０５６，４８６，２

００レヴァ，各種移転金（地方自治体，各省庁等）

１０，４３６，９１８，９００レヴァ及びＥＵ負

担金９７９，８７１，６００レヴァ（合計２０，

４７３，２７６，７００レヴァ）を見込んでおり，

赤字額は２，２２５，６８３，８００レヴァとな

る見込みである。

なお，税収については，法人税１，５５１，１

８５，０００レヴァ，所得税２，７５４，１８０，

０００レヴァ，付加価値税７，７４１，２５０，

０００レヴァ等を含む合計１６，６０３，７８６，

７００レヴァを見込んでいる。

２０１５年における財政赤字額は対ＧＤＰ比

３％とされた。来年度の新たな政府債務は８１億

レヴァとされ，政府債務は２０１５年末までに対

ＧＤＰ比２９．７％に相当する２４５億レヴァに

達する見込みである。また，２０１５年度のＧＤ

Ｐ成長率は０．８％に下がる他，同年の失業率は

１１．７％に下がると予測している。なお，最低

月額賃金は，２０１５年の１月に３６０レヴァ，

同年７月に３８０レヴァとなり，２段階で２０レ

ヴァずつ増加する予定である。



（２）格付

◆Ｓ＆Ｐ：ブルガリア信用格付を「ＢＢ＋/

Ｂ」に引き下げ

１２日，格付会社スタンダード・アンド・プア

ーズは，ブルガリアの長期及び短期信用格付を「Ｂ

ＢＢ－／Ａ－３」から「ＢＢ＋／Ｂ」に引き下げ

た。格付見通しは「安定的」とした。同社は，今

回の格付引き下げは脆弱な国内銀行システムへの

政府の更なる支援の必要性や，低成長及びデフレ

による財政悪化のリスクを反映したものとしてい

る。同社は６月にも政治的不安定を理由として格

付を引き下げており，今回の引き下げは今年２度

目となる。



◆フィッチ：ブルガリア長期信用格付を「Ｂ
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ＢＢ－／ＢＢＢ」で維持

２２日の報道によると，格付会社フィッチ・レ

ーティングスは，ブルガリアの長期信用格付を「Ｂ

ＢＢ－」（外貨建て），「ＢＢＢ」（自国通貨建て）

に据え置いた。格付見通しは「安定的」とした。

また，カントリー・シーリング，短期ＩＤＲもそ

れぞれ「ＢＢＢ＋」，「Ｆ３」で据え置きとされた。



２．経済政策，産業

（１）社会保障政策

◆２０１５年の退職年齢は据え置き

１４日，政府及び労働組合は覚書に署名し，２

０１５年の退職年齢は据え置きとすること，年金

改革に関する問題の長期的解決方法を３月末まで

に模索することについて合意した。また，２０１

５年から最低退職年齢が全労働カテゴリーで導入

され，被保険者は早期退職を選択することが可能

となる。



◆ＧＥＲＢ提案による年金制度改革案の可決

１９日夜，国民議会は２０１５年公共社会保険

（ＰＳＩ）予算案を可決した。本予算案には，Ｇ

ＥＲＢ提案による年金制度改革案が含まれており，

ＲＢや野党ＢＳＰ（ブルガリア社会党）等からの

批判を受けていた。同改革案によると，年金制度

の「第二の柱」（付加強制年金，１９５９年１２月

３１日以降に生まれた人が対象）における新規被

保険者は，加入後１年以内に自分の付加部分を従

来通り民間年金ファンドに納めるか（積立方式），

国家社会保障機関（ＮＳＳＩ）に納めるか（賦課

方式）を選択しなければならない。

本案は，賛成１２０（ＧＥＲＢ，ＭＲＦ，「ブル

ガリア民主センター（ＢＤＣ）」の一部），反対５

７（ＲＢ，愛国戦線，ＡＢＲ，ＢＳＰ及びＢＤＣ

の一部），棄権３０により可決された。

（２）コーポレート商業銀行問題

◆コーポレート商業銀行の保証預金支払い開

始

４日，１１月６日に認可が取り消されたコーポ

レート商業銀行（ＣＣＢ）の保証預金払い出しが，

預金保険機構により選定された９つの銀行の１，

１００の支店で開始された。払い出し開始後８時

間で約１０億レヴァが２万５千名の預金者により

払い戻され，９日までに払い出し額は約２１億レ

ヴァとなった。なお，保証預金の総額は３７億レ

ヴァである。

また，１２日，ＣＣＢの子会社ヴィクトリア銀

行が業務を再開した。同銀行は６月以降，中央銀

行の特別監督下に置かれていた。



◆コーポレート商業銀行認可取消に関する裁

判開始

１５日，コーポレート商業銀行（ＣＣＢ）の認

可取消に関する裁判が最高行政裁判所で開始され

た。ＣＣＢの認可取消決定に関しては，１１月１

９日，同行主要株主のツヴェタン・ヴァシレフ氏

がブロマック社を通じ，手続き上瑕疵があるとし

て最高行政裁判所に提訴していた。

（３）ＥＵ関連

◆ＥＵ基金「地域開発」実施プログラムの支

払再開

４日，ドンチェフＥＵ基金・経済政策担当副首

相は，ＥＵ基金「地域開発」実施プログラムの支

払は遅くとも１ヶ月以内に再開されるだろうと発

言した。ゲオルギエヴァ欧州委員会予算・人事担

当副委員長は，ユンカー欧州委員会委員長とボリ

ソフ首相との会談において，凍結されたＥＵ基金

の同実施プログラムの支払再開が話題になったと

述べた。

昨年６月３日，欧州委員会地域・都市政策総局

は，ＥＵ基金「地域開発」実施プロジェクトの管

理機関に対し，２０１０年から２０１３年に行わ

れた監査報告書に基づき，優先分野１「持続可能

及び統合された都市開発」及び優先分野３「持続

可能な観光開発」に対する資金供与を凍結してい

た。

（４）非ＥＵ諸国関連
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◆ルカルスキ経済相：中国・中東欧経済貿易

フォーラム出席

１６日，ルカルスキ経済相は，ベオグラードで

開催された第３回中欧・中国首脳会合（「１６＋

１」）の枠組みで行われた中国・中東欧諸国経済貿

易フォーラムに出席した。同経済相は，ブルガリ

アは中国及び中東欧諸国間の協力へのイニシアチ

ブを非常に重視している，我々にとって，中国・

中東欧諸国間協力の最も重要な帰結は，ブルガリ

アにおける中国投資の増加及び二国間貿易の促進

である，と述べた。

また，ブルガリアはビジネス及び投資の目的地

として，中国企業に多くの利点を提供できる可能

性がある，と述べ，ブルガリアは最も財政赤字及

び政府債務の少ないＥＵ加盟国の一つであること，

欧州の中で最も低税率であることを強調した。

ブルガリアは，自動車製造のグレート・ウォー

ル・モーターズ，通信のフアウェイやＺＴＥ，農

業の天津国営農場集団のような中国企業のブルガ

リアでの活動を高く評価している。同経済相は，

特に機械工学，自動車製造，電子機器，情報通信

技術，化学及び医薬品，農業，食品産業，産業特

区及びハイテクパークの建設のような高付加価値

で高い競争力がある分野において，ブルガリアに

投資意欲のある中国企業を支援する用意がある，

と述べた。

（５）サウス・ストリーム天然ガスパイプライン

計画

◆プーチン露大統領によるサウス・ストリー

ム天然ガスパイプライン計画の中止決定

１日，ロシアのプーチン大統領は，トルコでのエル

ドアン大統領との会談後の記者会見において，現状

ではロシアはサウス・ストリーム計画を開始するこ

とができない，理由は，ロシアがブルガリアの許可

を受領していないからである，と述べ，同計画の中

止に言及した。また，同大統領は，ブルガリアに対

し，本計画による年間４億ユーロの逸失利益の補填

をＥＵに要求することを勧めた。

２日，ブルガリア政府は記者会見において，ブルガ

リアは本計画の中止に関するロシアの決定について

公式な通知を受けていないとした。

◆サウス・ストリーム天然ガスパイプライン

計画中止決定を受けた政府反応

２日，プレヴネリエフ大統領は本件に関するプレ

ス・リリースを発表し，以下の通り述べた。

サウス・ストリーム計画はロシアとブルガリア間の

計画に留まるものではなく，ロシアとＥＵ間の計画

であることは誰にとっても明らかである。本計画に

関する決定はロシア－ＥＵ間においてのみ行うこと

ができる。本決定は完全にロシアとＥＵの手中にあ

る。もしロシアがＥＵ規則を遵守すれば，誰も本計

画の遂行に反対しないだろう。一方，これまでロシ

アはＥＵ規則を遵守しようとする意図を何ら示して

いない。現時点ではロシアは政治的声明を行ったの

みであり，明確な立場が表明されれば，欧州委員会

内で議論が行われ，その後ブルガリア政府は立場を

表明することになるだろう。それまで可能なのは政

治的評価のみである。本計画によるブルガリアの収

益は保証されていない。収益に関する契約はなく，

署名されたのは本計画の費用に関する契約のみであ

る。我々はベレネ原発計画のケースを繰り返したく

ない。

同２日，ドンチェフＥＵ基金及び経済政策担当副首

相は，本状況は欧州委員会に懸念を，ブルガリアに

不安を引き起こしている，と述べた。同副首相は，

プーチン大統領の言及した年間４億ユーロの逸失利

益について，様々な理由から，ブルガリアは１０年

後になっても本計画により年間４億ユーロを得るこ

とはないだろう，最近の数ヶ月間における本計画の

価額は３５億ユーロと見積もられている，ブルガリ

アはプロジェクト会社の５０％を保有しており，参

画費用は今後１０年以上にわたり得られる手数料収

入により賄う予定である，このため，（年間４億ユー

ロという）言及された金額は短期間では実現困難な

ものである，と述べた。

同２日，ブリュッセルでのＮＡＴＯ外相会合に出席

中のミトフ外相は，ブルガリアは主権国家であり，

国民議会及び政府は国民にとって最善の決定を行う，
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サウス・ストリーム計画を中止するという決定は，

ロシアがＥＵ領域内で法を遵守するつもりがないと

いうことを示している，と述べた。

◆ペトコヴァ・エネルギー相とノヴァク露エ

ネルギー相との電話会談

１９日，ペトコヴァ・エネルギー相は，ノヴァク露

エネルギー相と電話会談を行い，エネルギー分野に

おける両国間協力の重要な点につき意見交換した。

ペトコヴァ・エネルギー相は，ロシアはエネルギー

分野におけるブルガリアの重要なパートナーである

と述べ，サウス・ストリーム計画に対するブルガリ

アの公式な立場として，同計画が天然ガス供給多様

化，経済回復及び雇用創出の観点から，ブルガリア

にとって重要なプロジェクトである旨説明した。ペ

トコヴァ・エネルギー相は，（サウス・ストリーム計

画に関する）ロシア側の決定については未だブルガ

リアに正式に通知されていないとし，本件はエネル

ギー分野における両国の戦略的パートナーシップと

いう文脈においてブルガリアにとって重要な問題で

あるとした。

また，ペトコヴァ・エネルギー相は，ボリソフ首相

が欧州委員会に対して提案したヴァルナにおけるガ

ス配給ハブ施設の建設構想についても説明した。こ

れに対し，ノヴァク・エネルギー相は，欧州委員会

からかかる提案は正式になされていないとしつつ，

もし，欧州委員会から提案を受ければ検討する用意

があると述べた。

（６）エネルギー関連

◆ギリシャ，ルーマニアとの天然ガス縦回廊

に関する共同声明の署名

９日，ブルガリア，ギリシャ及びルーマニアはブ

リュッセルにおいて，三国を連結する天然ガス「縦

回廊」に関する共同声明に署名した。なお，オース

トリア，ブルガリア，クロアチア，ギリシャ，イタ

リア，ルーマニア，スロベニアのエネルギー相又は

代表及びシェフチョビッチ・エネルギー同盟担当欧

州副委員長は，同地において，中・南東欧の天然ガ

スインフラの優先事項やロシアのサウス・ストリー

ム計画中止について議論するための会合を行ってい

た。

◆ガス配給ハブ施設建設の提案書簡を欧州委

員会に送付

１２日，政府はシェフチョヴィチ・エネルギー同盟

担当欧州委員会副委員長に対し，黒海沿岸のヴァル

ナでのガス配給ハブ施設の建設を提案する書簡を送

付した。

ドンチェフＥＵ基金・経済政策担当副首相は，本提

案はエネルギー同盟のコンテクストにおいて非常に

良いものであると考えている，本提案は第２，第３

のサウス・ストリーム計画ではなく，全く異なるロ

ジックによるものである，と述べた。同ハブ施設は，

当該地域のＥＵ加盟国及び近隣諸国へのガス配給ハ

ブ施設となり得るだけではなく，トルコやギリシャ

との相互連結管を通じて同国のＬＮＧターミナルの

みならずカスピ海や中東地域のガスと連結すること

を可能にする，としている。
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ブルガリア内政・外交の動き(12 月)

  在ブルガリア大使館

１（月） ☆プーチン露大統領によるサウス・ストリーム天然ガスパイプライン計画の中止決定

２（火） ☆ミトフ外相：ＮＡＴＯ外相会合出席

３（水）

４（木） ●コーポレート商業銀行の保証預金支払い開始

☆ボリソフ首相：ブリュッセル訪問

★グエン・ベトナム国家副主席：ブルガリア訪問（～５日）

５（金）

６（土）

７（日）

８（月）

９（火） ☆ブルガリア，ギリシャ，ルーマニアによる天然ガス「縦回廊」に関する共同声明署名（於：

ブリュッセル）

10（水）

11（木）

12（金）

13（土）

14（日） ☆ミトフ外相：ＥＵ外務理事会出席（～１６日）

15（月） ☆ボリソフ首相：ドイツ訪問

16（火） ☆バチヴァロヴァ副首相：第３回中欧・中国首脳会合出席（～１７日）（於：ベオグラード）

☆ルカルスキ経済相：中国・中東欧経済貿易フォーラム（於：ベオグラード）

17（水） ☆ポポヴァ副大統領：モロッコ訪問（～１８日）

18（木） ☆ボリソフ首相：欧州理事会出席

19（金） ●２０１５年度国家予算案の可決

20（土）

21（日）

22（月）

23（火）

24（水）

25（木）

26（金）

27（土）

28（日）

29（月）

30（火）

31（水）
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ブルガリア経済指標の推移 （出典：国家統計局，中央銀行）
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ブルガリア主要経済指標 （出典：中央銀行）

＜GDP成長率と国民一人当たりGDP>

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Q1 Q2 Q3

GDP成長率 (％) 6.2 -5.0 0.7 2.0 0.5 1.1 1.1 2.1 1.9

GDP per Capita (BGN) 9,090 9,007 9,359 10,248 10,689 10,752 - - -

＜財政収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014Q1 Q2

財政収支 （million BGN) 1,156.7 -2,960.6 -2,328.0 -1,589.7 -405.1 -989.1 -404.5 235.2

財政収支GDP比 (％ of GDP) 1.7 -4.2 -3.2 -2.0 -0.5 -1.2 -0.5 0.3

<失業者数及び失業率＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan  Feb Mar Apr May June July Aug Sep Oct Nov

失業者数 （千人） 232 338 342 342 376 386 401 401 399 387 367 351 347 343 345 351 354

失業率 （％） 6.3 9.1 9.2 10.4 11.4 11.8 12.2 12.2 12.2 11.8 11.2 10.7 10.6 10.4 10.5 10.7 10.8

＜消費者物価上昇率と月額平均賃金＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan Feb Mar Apr May June July Aug Sep Oct Nov

消費者物価上昇率 （％） 7.8 0.6 4.5 2.8 4.2 -1.6 -0.2 -0.4 -0.2 0.3 -0.5 -0.4 0.4 -0.2 -0.2 0.9 -0.4

月額平均賃金 (BGN) 545     609     648     686 731 808 794 780 813 834 816 802 815 793 820 - -

＜対外債務＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan Feb Mar Apr May June July Aug Sep Oct

政府部門対外債務 (million EURO) 3,935.9 4,208.3 4,326.9 4,205.0 4,578.9 4,062.4 4,100.7 4,087.8 4,080.0 4,036.8 3,986.4 4,011.7 5,284.1 5,317.7 5,360.8 5,461.9

民間部門対外債務 (million EURO) 33,310.6 33,608.2 32,699.4 32,089.8 33,134.6 32,862.0 32,892.2 32,670.5 32,723.3 32,838.7 32,974.8 33,176.0 33,082.4 33,124.8 33,125.9 33,214.8

＜対内直接投資と貿易収支＞

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 Jan Feb Mar Apr May June July Aug Sep Oct

対内直接投資 (million EURO) 6,727.8 2,436.9 1,151.2 1,330.2 1,141.7 1,275.1 90.0 263.2 508.9 539.8 539.1 561.1 640.0 915.2 587.6 804.9

貿易収支（FOB） (million EURO) -8,597.7 -4,173.9 -2,763.7 -2,156.1 -3,460.3 -2,430.0 -354.2 -562.9 -861.8 -1,206.0 -1,437.7 -1,582.0 -1,668.2 -1,827.2 -2,108.7 -2,345.8

輸出（FOB） (million EURO) 15,204.0 11,699.2 15,561.2 20,264.3 20,770.2 22,271.4 1,582.6 3,234.3 4,868.0 6,631.1 8,421.2 10,310.8 12,362.9 14,309.1 16,315.8 18,380.6

輸入（FOB） (million EURO) 23,801.7 15,873.1 18,324.8 22,420.4 24,230.4 24,701.4 1,936.8 3,797.1 5,729.8 7,837.1 9,858.9 11,892.8 14,031.1 16,136.3 18,424.5 20,726.4


